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本計画における「空き家」の捉え方など 

はじめに   

～空き家とは？？～ 

「空き家」の捉え方は様々で、国土交通省においては、居住その他の使用がなされていな

いことが常態である建築物又はこれに附属する工作物を「空き家」と定義しています。 

また、総務省で５年に１度実施される「住宅土地統計調査」においては、「空き家」は、別荘

などの「二次的住宅」や、貸家や集合住宅で使用されていない「賃貸用の住宅」、建売住宅な

どの「売却用の住宅」、居住者が長期にわたり不在の住宅や建て替えなどにより取り壊しを

予定する「その他の住宅」に分類しており、本町が課題として捉える「空き家」は、居住者が長

期にわたり不在の住宅を指す「その他の住宅」に該当します。 

 

～空き家に関連する用語の整理～ 

   本計画における、「空き家」、「空き家等」、「特定空家等」を以下のとおり定義します。 

 

【空き家】 

居住その他の使用がなされていないことが常態である建築物又はこれに附属する工作物

を指し、住宅土地統計調査における「その他の住宅」に分類される「空き家」とします。 

 

【空き家等】 

空き家は、建築物又はこれに附属する工作物となりますが、建物だけでなく、庭や駐車ス

ペースなども一体的に捉える場合は、空き家及びその敷地を含め「空き家等」とします。 

 

【特定空家等】 

空き家となった建物又はその敷地が、そのまま放置すれば倒壊など著しく保安上危険又

は著しく衛生上有害となるおそれのある状態、適切な管理が行われていないことにより著し

く景観を損なっている状態、その他周辺の生活環境の保全のために放置することが不適切

である状態にあると認められるものを「特定空家等」とします。 

 

 

※｢空家等対策の推進に関する特別措置法(平成 26 年法律第 127 号、以下、「空家特措

法」という。)｣に基づく法律・計画・協議会等の名称、関連用語は、｢空家｣と表記します。 

 

・・・・・・・・・・参  考・・・・・・・・・・ 
 

【空家等特措法における関連用語の定義】 

*空家等 建築物又はこれに附属する工作物であって、居住その他の使用がなされていないことが常態である

もの及びその敷地（立木その他の土地に定着するものを含む。）をいう。ただし、国又は地方公共団体

が所有し、又は管理するものを除く。 

*特定空家等 そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態又は著しく衛生上有害と

なるおそれのある状態、適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態その

他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態にあると認められる空家等

をいう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表紙の注釈 

① もとは吉田茂の番記者たちが通った居酒屋。大磯市（いち）の公式アート＆クラフトのセレクトショップに

生まれ変わりました。 

② もとは明治創業で地域に親しまれた和菓子屋。歯科医院とワインバーに生まれ変わりました。 

③ もとは美容院。発行部数２万部の人気を誇るフリーマガジン編集部に生まれ変わりました。 
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